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1 はじめに

匲匰匲匱年は 前 の 年に 引 き 続 き、 コロナ 感 染 症 に 振 り 回 された 一年でした。 大 阪 や 京都 では 緊 急 事態 宣

言 が 繰 り 返 され、 京大 の 活 動制 限 レベルも 匱と 匲を 行 ったり 来 たり、 オンライン 授 業 、 オンライン 見学

会 、 オンライン 講 演 会 や 会 議 などが 当 たり 前 になりました。 そんな 中、 附 属 天 文台 にとって 大 きなう

れしい 変 化 としては、 匵月 に 横 山 央 明 さんが 東 京大 学 から 教授 として 附 属 天 文台 に 着 任したことです。

柴 田 さんの 退 職後 、 空 白 となっていた 数値 シミュレーションの 研 究 ・ 教育を 復 活 し、 附 属 天 文台 の 理

論 グループの 育成 、 そして 観測 グループとの 連 携 研 究 の 発 展 にとって 大変 心強 い 限 りです。 ただ、 オ

ンラインづくしの 昨 今、 天 文台 の 面 々と 直 に 顔 を 会 わせる 機 会 が 大変 少 ないのはもどかしいことで

す。

さて、 コロナ 感 染 症 の 波 に 最 も 右 往 左 往 したのは 花 山 天 文台 でした。 理 学 研 究 科 では 大 学 の 活 動制

限 レベルが 匱において、「 一部 の 研 究 科 重 要行 事を 除 いて、 一般 来 客 のあるイベントは 原 則 として 禁 止

する」としていますが、 花 山 天 文台 の 見学 会 は “ 一部 の 重 要行 事” として、 制 限 つきながら 特 別 に 認

めてもらっています。 レベルが 匱に 下がるたびに 研 究 科 執 行 部 の 承 認 を 得 て 約 匱月 先 の 見学 会 再 開 をア

ナウンスするのですが、 次 のコロナの 波 がやってきて 再 開 するかしないうちに 急 遽 中止 、 ということ

を 何 度か 繰 り 返 してきました。 そんななか、 花 山 宇宙 文化 財 団 が 主催 する 花 山 天 文台 応 援 クラウドフ

ァンディング 等 によって 集 められた 資 金 で、 各建物 の 前 にはモダンな 案 内 板 が 設 置 されました。また、

匹月 には 財 団 の 尽 力 により、 東 山 ドライブウェーを 走 る 京阪 バスの 将 軍 塚 路 線 に 最 寄 りのバス 停 「 花 山

天 文台 ・ 阿 含」が 新設 され、 一般 来 客 を 受 け 入 れる 準 備 が 着 々と 進 められています。 毎 年喜 多 郎 さん

のご 厚 意 でおこなっている 野 外 コンサートは、 匱匰月 匱匶日に 花 山 天 文台 に 設 置 したステージからのオン

ライン 配 信 となりました。 花 山 天 文台 野 外 コンサートとしては 匷回 目 にして 初 めて 雨 の 中の 公 演 となり

ましたが、 シンガーのフランシーさん、 バイオリニストの 鹿 嶋 静 さん、 鼓 奏 者の 祝 丸さんにも 出 演 い

ただき、 醍醐 寺 の 僧 侶 のみなさんによる 声 明 との 共 演 もおこなわれ、 感 動 のひとときとなりました。

桂 福 丸さん 出 演 の 宇宙 落 語 会 は、 匱匱月 匱匴日に「コロナといえば 太 陽 にあり」と、 ちょっと 危 ない 題 目

を 掲 げ、 メルパルク 京都 でおこなわれました。

飛 騨 天 文台 では 日常の 観測 支援 のために 研 究 員や 大 学 院 生 が 定 期 的 に 京都 から 来 ることがなくなり、

少 ない 現 地 職員のみによる 望 遠 鏡 の 運 用 が 続 いています。 また、 例 年の 観測 実 習 や 卒 業 研 究 の 合宿 、

見学 会 はほとんどが 中止 になりました。 しかし、 卓卍十卒協望 遠 鏡 では 温 度制 御 装 置 や 観測 ・データ 処

理 ソフトを 改修 することで、 より 簡 便 かつ 安定 して 自 動 観測 をおこなうことが 可 能になり、 またドー

ムレス 太 陽 望 遠 鏡 でも、 回 折 格 子 や 望 遠 鏡 内 の 鏡 を 観測 卐千から 制 御 することを 可 能にし、 新しい 赤 外

線 カメラを 導 入 した 偏 光 分 光 装 置 が 立 ち 上がりました。 太 陽 活 動 は 徐 々に 上昇 に 転 じており、 日々の

観測 に 対 する 期 待 は 高 まっています。

岡山 天 文台 では、 コロナ 感 染 者が 入 構 していたことが 分 かり、 全 ての 観測 を 一時 的 に 停 止 する、 と

いう 事態 から 匱年の 幕が 開 けました。 しかし、 せいめい 望 遠 鏡 では、 リモート 観測 も 軌 道 に 乗り 始 め、

前 年から 試 験 観測 を 行 っていた 可 視光 三色 同時 撮 像 装 置 匨協卲卩千千卓匩が 匸月 より 本 格 稼 働 を 開 始 したこと

もあって、 これまでよりも 数多 くの 観測 プロポーザルが 寄 せられました。 恒 星 フレアに 伴 う 質 量 噴

出 現 象 の 検 出 など、 世界 中から 注 目 される 成 果 を 上げています。 匲匰匲匱年はせいめい 望 遠 鏡 科 学 運 用

の 匳年目 になり、 望 遠 鏡 のトラブルもずっと 減 って、 宇宙 物 理 学 教室 や 国 立 天 文台 ハワイ 観測 所 岡山

分 室 との 協 力 の 下、 全 国 共 同利 用 と 京大 時 間 を 含めて 約 匲匴匰夜 の 観測 がほぼ 順 調 におこなわれました。

匱



ただし、 主鏡 の 接 着 が 時 々 剥 離 したり、 副 鏡 に 予想 外 の 表 面 劣 化 が 見られ、これの 再 蒸 着 を 匷月 に 行 う

など、 初 期 の 改修作 業 はまだ 続 いています。

匲匰匲匱年の 附 属 天 文台 構 成 員の 異 動 を 以下に 記 します。 岡山 天 文台 の 事務 を 担 当 された 田 中奏 江 さん

が 匱月 に 退 職され、 その 後 任として 山 本 紀 子 さんが 匱月 に 着 任されました。 飛 騨 天 文台 では、 炊 事や 建

物 の 管 理 をしてくれた 岡 田 貞 子 さんが 匳月 に 定 年退 職され、 その 後 任として 松 野 智 子 さんが 匵月 に 着 任

しました。 また、 博 士 後 期 課 程 の 黄 于蔚 君がオフィスアシスタントとして 匷月 から 飛 騨 天 文台 に 常駐 し

ています。 そして 冒 頭 で 述 べたように、 横 山 央 明 さんが 教授 として 匵月 から 附 属 天 文台 メンバーに 加

わりました。 現 在 附 属 天 文台 の 構 成 員は、 常勤 教員匶人、 常勤 技 術 職員匲人， 特 定 教員匴人， 研 究 員匵人，

非 常勤 職員匱匲人匨内 事務 職員匳人匩、 その 他連 携 ・ 協 力 教員ほか 匱匰人と 大 学 院 生 ・ 研 修 員匱匲人を 合わせ、

総 勢 匵匱人となっています。

令和匴年匨匲匰匲匲年匩 匲月 匱日

京都 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科

附 属 天 文台

台 長 一本 潔

匲



2 沿革と主な施設整備年表

京都 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 附 属 天 文台 は、 花 山 天 文台 ・ 飛 騨 天 文台 ・ 岡山 天 文台 により 構 成 されて

いる。

花 山 天 文台 は、 大 学 天 文台 として 日本 で 匲番 目 、 匱匹匲匹年にできた 伝 統 ある 天 文台 である。 初 代天 文

台 長 ・ 山 本 一清 教授 の 献 身 的 な 天 文学 普 及 啓 発 活 動 のおかげで、 アマチュア 天 文学 の 聖地 と 呼ばれる

こともある。

飛 騨 天 文台 は、 匱匹匶匰年代の 山 科 地域 の 発 展 によって 空 が 明 るくなった 花 山 天 文台 に 代わる 天 文台 と

して、 匱匹匶匸年に 創 立 された。 太 陽 分 光 観測 では 世界 屈 指 のドームレス 太 陽 望 遠 鏡 や、 太 陽 全 面 午� 観

測 では 世界 最 高 性 能を 誇 る 卓卍十卒協望 遠 鏡 などを 有 し、 太 陽 地 上観測 の 世界 的 拠 点 の 一つとして 活 躍

している。

岡山 天 文台 は、 匲匰匱匸年に 東 アジア 最 大 の 匳匮匸 卭光 学 赤 外 線 望 遠 鏡 が 完 成 し 開 設 、 ガンマ 線 バースト、

スーパーフレアなどの 突 発 天 体 や 系 外 惑 星 の 観測 で 活 躍 が 期 待 されている。

昭 和匴年匨匱匹匲匹年匩 匱匰月 花 山 天 文台 設 立

昭 和匱匶年匨匱匹匴匱年匩 匷月 生 駒 山 太 陽 観測 所 匨奈 良 県 生 駒 郡 生 駒 山 匩設 立

昭 和匳匳年匨匱匹匵匸年匩 匴月 花 山 天 文台及 び 生 駒 山 太 陽 観測 所 を 理 学 部 附 属 天 文台 として

官 制 化

昭 和匳匵年匨匱匹匶匰年匩 匳月 花 山 天 文台 に、 匶匰 卣卭反 射 望 遠 鏡 完 成

昭 和匳匶年匨匱匹匶匱年匩 匳月 花 山 天 文台 に、 現 在 の 太 陽 館 と 匷匰 卣卭シーロスタット 完 成

昭 和匴匳年匨匱匹匶匸年匩 匵月 花 山 天 文台 のクック 匳匰 卣卭屈 折 望 遠 鏡 を 改造 し、 ツァイス

匴匵 卣卭レンズを 搭 載

昭 和匴匳年匨匱匹匶匸年匩 匱匱月 飛 騨 天 文台 設 立 、 管 理 棟 ・ 本 館 ・ 匶匰 卣卭反 射 望 遠 鏡 ドーム 完

工 、 匶匰 卣卭反 射 望 遠 鏡 を 花 山 天 文台 より 移 設 、 開 所 式 挙 行

昭 和匴匷年匨匱匹匷匲年匩 匳月 生 駒 山 太 陽 観測 所 閉 鎖

昭 和匴匷年匨匱匹匷匲年匩 匴月 飛 騨 天 文台 に、 匶匵 卣卭屈 折 望 遠 鏡 及 び 新館 完 成 、 竣 工 式 挙 行

昭 和匵匴年匨匱匹匷匹年匩 匵月 飛 騨 天 文台 に、 ドームレス 太 陽 望 遠 鏡 完 成 、 竣 工 式 挙 行

昭 和匶匳年匨匱匹匸匸年匩 匳月 飛 騨 天 文台 ドームレス 太 陽 望 遠 鏡 駆 動 コンピューター 更 新

平成 匳年匨匱匹匹匱年匩 匳月 飛 騨 天 文台 ドームレス 太 陽 望 遠 鏡 塔 体 パネル 一部 修 理 工 事完

了、 飛 騨 天 文台 匱匵 卭ドーム 駆 動 装 置 更 新工 事完 了

平成 匴年匨匱匹匹匲年匩 匳月 飛 騨 天 文台 に、 太 陽 フレア 監 視望 遠 鏡 及 びドーム 完 成

匳



平成 匸年匨匱匹匹匶年匩 匳月 花 山 天 文台 にデジタル 専 用 回 線 導 入

平成 匸年匨匱匹匹匶年匩 匱匱月 飛 騨 天 文台 研 究 棟 及 び 管 理 棟 外 壁 等 改修 工 事施工

平成 匹年匨匱匹匹匷年匩 匳月 飛 騨 天 文台 ドームレス 太 陽 望 遠 鏡 に 高 分 解能太 陽 磁 場 測 定 装

置 新設

平成 匱匰年匨匱匹匹匸年匩 匱匰月 飛 騨 天 文台 専 用 道 路 に 光 ケーブル 敷設 工 事施工

高 速 データ 通 信 回 線 匨匳匸匴 卋卢印即匩開 通

平成 匱匱年匨匱匹匹匹年匩 匳月 花 山 天 文台 匱匸 卣卭屈 折 望 遠 鏡 に 太 陽 午� 単 色 像 デジタル 撮 影

システム 完 成

平成 匱匱年匨匱匹匹匹年匩 匱匱月 花 山 天 文台 デジタル 専 用 回 線 を 匱匲匸 卋卢印即から 匱匮匵 卍卢印即に

高 速 化 、 飛 騨 天 文台 研 究 棟 ・ 管 理 棟 改修 工 事及 び 管 理 棟 合併

浄 化 槽 敷設 工 事施工

平成 匱匲年匨匲匰匰匰年匩 匹月 飛 騨 天 文台 デジタル 通 信 回 線 を 匱匮匵 卍卢印即に 高 速 化 、 かつ

専 用 回 線 に 切 替 え

平成 匱匳年匨匲匰匰匱年匩 匳月 飛 騨 天 文台 匶匵 卣卭屈 折 望 遠 鏡 匱匵 卭ドームスリット 等 改修 工 事

完 了

平成 匱匴年匨匲匰匰匲年匩 匳月 花 山 天 文台 建物 等 改修 工 事施工

平成 匱匵年匨匲匰匰匳年匩 匳月 飛 騨 天 文台 に 太 陽 活 動 総 合観測 システム 匨卓卍十卒協望 遠 鏡 ほか 匩

新設

平成 匱匵年匨匲匰匰匳年匩 匱匱月 飛 騨 天 文台 ドームレス 太 陽 望 遠 鏡 塔 体 冷 却 システム 改修 工 事

完 了

平成 匱匷年匨匲匰匰匵年匩 匵月 匳匮匸卭望 遠 鏡 開 発 に 対 し、 藤 原 洋 氏 匨インターネット 総 合研 究

所 代表 取 締 役 匩が 支援 開 始

平成 匱匸年匨匲匰匰匶年匩 匳月 飛 騨 天 文台 にダークファイバーと 岐 阜 情 報 スーパーハイウェ

イを 利 用 した 高 速 データ 通 信 回 線 匨匱匰匰 卍卢印即匩開 通

平成 匱匸年匨匲匰匰匶年匩 匸月 花 山 天 文台 にダークファイバー 利 用 の 高 速 データ 通 信 回 線

匨匱 升卢印即匩開 通

平成 匲匰年匨匲匰匰匸年匩 匱匲月 飛 騨 天 文台 研 究 棟 耐震 補 強 工 事施工

平成 匲匲年匨匲匰匱匰年匩 匳月 フレア 監 視望 遠 鏡 を 飛 騨 天 文台 からイカ 大 学 匨ペルー 匩へ 移 設

平成 匲匵年匨匲匰匱匳年匩 匱月 花 山 天 文台 が 京都 市の 卜京都 を 彩 る 建物 や 庭園 匢に 選 定 される

平成 匲匵年匨匲匰匱匳年匩 匱匲月 匳匮匸 卭望 遠 鏡 建設 の 概 算 要求 匨補 正 予算 匩措 置 決 定

平成 匲匷年匨匲匰匱匵年匩 匱月 匳匮匸 卭望 遠 鏡 用 ドームの 概 算 要求 予算 措 置 決 定

平成 匲匹年匨匲匰匱匷年匩 匳月 花 山 天 文台 本 館 ・ 太 陽 館 外 壁 等 改修 工 事施工

平成 匳匰年匨匲匰匱匸年匩 匷月 岡山 天 文台 に 匳匮匸 卭 匨せいめい 匩望 遠 鏡 完 成

匴



3 構成員

匲匰匲匱年度

台長 一本 潔

副 台長 太 田 耕司 匨宇宙 物 理 学 教室 匩

運営 協議 会 台外委員

匲号 委 員 鶴 剛 匨物 理 学 第 匲教室 教授 匩

匲号 委 員 長 田 哲也 匨宇宙 物 理 学 教室 教授 匩

匲号 委 員 田 口 聡 匨地 球 物 理 学 教室 教授 匩

匳号 委 員 谷 村 吉隆 匨副 研 究 科 長 、 化 学 教室 教授 匩

京都職員

教授 横 山 央 明 匨匲匰匲匱年匵月 匱日着 任匩

准 教授 浅 井歩

連 携 准 教授 寺 田 昌 弘 匨宇宙 総 合学 研 究 ユニット 特 定 准 教授 匩

連 携 助 教 有松 亘 匨白 眉 センター 特 定 助 教匩

協 力 教員 磯 部 洋 明 匨京都 市立 芸 術 大 学 准 教授 匩

協 力 教員 野 上大 作 匨宇宙 物 理 学 教室 准 教授 匩

非 常勤 講 師 山 敷庸亮 匨総 合生 存学 館 教授 匩

天 文普 及 プロジェクト 室室 長 青 木 成 一郎 匨京都 情 報 大 学 院 大 学 准 教授 匩

宇宙 ビジネス 産 学 連 携 室室 長 森 本 太 郎

匨ソニーホームエンタテインメント 匦サウンドプロダクツ 株 式 会 社 匩

研 究 員 西田 圭 佑

研 究 員 石 井貴 子

研 究 員 幾田 佳 匨匲匰匲匱年匶月 採 用 、 匱匱月末 退 職匩

研 究 員匨大 学 間 連 携 匩 山 本 広大

事務 補 佐 員 小 長 谷 茉 美

事務 補 佐 員 岡 村 綾 子

事務 補 佐 員 山 本 紀 子

技 能補 佐 員 鴨 部 麻 衣

技 能補 佐 員 寺 西正 裕

技 術補 佐 員 河 村 聡人

技 術補 佐 員 今谷 恵 美 子

技 術補 佐 員 川 端 善 仁

匵



飛 騨 職員

教授 一本 潔

助 教 上野 悟

助 教 永 田 伸 一

技 術 専 門 員 木村 剛 一

研 究 員 卄卥卮卩即 千卡卢卥卺卡即

研 究 支援推 進 員 佐 野 和典

労務 補 佐 員 岡 田 貞 子 匨匲匰匲匱年匳月末 退 職匩

労務 補 佐 員 和仁直 代

労務 補 佐 員 松 野 智 子 匨匲匰匲匱年匵月 採 用 匩

岡山職員

特 定 准 教授 匨大 学 間 連 携 新技 術 光 赤 外 線 望 遠 鏡 特 別 講 座匩

山 中雅 之

助 教 木 野 勝

特 定 助 教匨岡山 天 文台 特 別 講 座匩 大 塚 雅 昭

特 定 助 教匨岡山 天 文台 特 別 講 座匩 黒 田 大 介

特 定 助 教匨岡山 天 文台 特 別 講 座匩 松林 和也

連 携 准 教授 泉 浦 秀 行 匨国 立 天 文台 ハワイ 観測 所 岡山 分 室 匩

連 携 助 教 前 原 裕 之匨国 立 天 文台 ハワイ 観測 所 岡山 分 室 匩

技 術 専 門 員 仲谷 善 一

研 究 員 磯 貝 桂 介

教務 補 佐 員 戸 田 博 之

天文台教員指 導大学院生 、学部生

• 博 士 課 程

研 修 員区 羽 田 裕 子

卄匳区 廣瀬 公 美 、 黄 于蔚

卄匲区 木 原 孝 輔 、 古 谷 侑 士 、 山 崎 大 輝

• 修 士 課 程

卍匲区 井上大 輔 、 白 戸 春 日

卍匱区 大 津 天 斗、 木 田 祐 希、 橋 本 裕 希、 松 田 有 輝

• 課 題 研 究 匨匴回 生 匩

卓匲区 佐 藤 慶 暉 、 夏 目 純 也、 吉久健 朗

• 課 題 演 習 匨匳回 生 匩

千匴区 楠 野 兼 太 朗 、 鈴 木 海 渡 、 前 田 悠 陽 、 山 添 雄 大 、 若 森 大 地

匶



4 主要な教育研究設備

4.1 主要教育研究設備

岡山天文台

匳匮匸 卭光 赤 外 新技 術 望 遠 鏡 匨せいめい 望 遠 鏡 匩

飛 騨 天文台

匶匰 卣卭反 射 望 遠 鏡 、 匶匵 卣卭屈 折 望 遠 鏡 、 匶匰 卣卭ドームレス 太 陽 望 遠 鏡 匨卄卓協匩、

太 陽 磁 場 活 動 望 遠 鏡 匨卓卍十卒協匩

花 山天文台

匴匵 卣卭屈 折 望 遠 鏡 、 匷匰 卣卭シーロスタット 太 陽 分 光 望 遠 鏡 、

花 山 天 体 画 像 解析 システム、 匱匸 卣卭屈 折 太 陽 午� 望 遠 鏡 匨ザートリウス 望 遠 鏡 匩

4.2 2021年度の主な改修 改良 事項

4.2.1 せいめい望 遠鏡

副 鏡 ・ 第 匴鏡 再 蒸 着

匲匰匲匰年頃 より 副 鏡 のアルミ 蒸 着 ＋ 卓卩协保 護 膜 に 劣 化 が 現 れ 始 め、 時 間 とともに 悪 化 していくのが 問

題 となっていた。 また、 小 型 装 置 ・ 光 ファイバー 装 置 に 光 を 導 く 第 匴鏡 には 高 反 射 率 な 銀 コート 鏡 を 使

用 していたが、 こちらも 耐候 性 が 低 く 反 射 率 の 低 下が 進 んでた。 これらを 改善 するため、 大 学 間 連 携

より 追 加 の 予算 配 分 を 受 けて 匲匰匲匱年匶～ 匷月 の 梅 雨 期 に 副 鏡 ・ 第 匴鏡 を 取 り 外 して 再 蒸 着 を 行 った。 蒸

着 膜 は 副 鏡 ・ 第 匴鏡 ともにアルミ 蒸 着 ＋ 卓卩协保 護 膜 であり、 第 匴鏡 については 初 期 の 反 射 率 こそ 低 下す

るものの、 耐候 性 については 大 幅な 向上が 見込 まれる。 この 改修 により 小 型 装 置 ・ 光 ファイバー 装 置

での 光 学 的 スループットは 大 幅に 向上し、 再 蒸 着 前 の 匲倍 程 度となった。

協卲卩千千卓での 科 学 観測 を 開 始

昨 年から 試 験 観測 を 行 っていた 可 視匳色 高 速 撮 像 分 光 装 置 協卲卩千千卓が 匲匰匲匱年匸月 より、 京大 時 間 ・ 共

同利 用 時 間 の 両方で 科 学 観測 の 運 用 を 開 始 した。 これまで 運 用 されてきたのは 卋协协卌卓匭卉卆单による

可 視光 面 分 光 だけであったが、 協卲卩千千卓での 広視野 での 多 色 ・ 高 速 撮 像 機 能が 加 わったことで 観測

の 幅が 大 きく 広がった。 匲匰匲匱年後 期 と 匲匰匲匲年前 期 に 採 択 された 京大 時 間 ・ 共 同利 用 時 間 での 観測 課

題 、 計 匸匶件のうち 匳匶件は 協卲卩千千卓を 用 いた 観測 であった。 当 初 はフレームレートを 秒 間 匱匰枚 までに 限

定 していたが、 匲匰匲匲年匱月 からは 設計 上の 最 高 速 度である 秒 間 匹匸フレームでの 高 速 撮 像 観測 も 利 用

可 能となった。 また 科 学 観測 と 並行 して、 協卲卩千千卓に 低 分 散分 光 機 能を 追 加 する 改良 を 行 っており、

匲匰匲匲年匳月 からは 分 光 モードでの 試 験 観測 が 開 始 された。

共 同利 用 時 間 でのリモート 観測 を 開 始

既に 運 用 している 京都 からのリモート 観測 に 続 き、 匲匰匲匲年匱月 からは 共 同利 用 観測 者によるリモー

ト 観測 も 開 始 された。 国 立 天 文台 の 主導 で 専 用 の 卖卐华接 続 環 境 を 構 築 しセキュリティが 確 保 された 状

態 で 学 外 者によるリモート 操 作 を 可 能とした。 観測 体 制 については、 京都 からのリモート 観測 と 同様 、

安 全 確 保 のための 担 当 者が 岡山 天 文台 で 待 機 する 形 を 踏 襲している。

匨木 野 匩

匷



4.2.2 ドームレス太陽望 遠鏡

午� 卉卭卡卧卩卮卧 卓卹即却卥卭 匨午卉卓匩 のアップグレード

午卉卓 匨午� 卉卭卡卧卩卮卧 卓卹即却卥卭匩は、 博卥卩即即社 製 リオフィルタを 計 算 機 から 制 御 することによるドームレス

太 陽 望 遠 鏡 匨卄卓協匩のスリット 面 撮 像 装 置 であり、 匱匹匹匵年から 匲匰匰匰年は 検 出 器 としてアナログビデオカ

メラ、 記 録 メディアはレーザーディスクと 言 う 形 で、その 後 匲匰匰匱年から 匲匰匱匶年は 検 出 器 として 千千卄カ

メラ、 記 録 メディアはハードディスクと 言 う 形 で 観測 に 供 されてきた。 しかし 近 年、 制 御 装 置 の 老朽

化 に 伴 い 安定 稼 働 が 困 難 となり、 千千卄カメラも 機 械 シャッターを 用 いた 低 速 タイプであったため、 ス

ペックルマスキングなどを 用 いた 像 回 復 処 理 に 具 する 大 量 データを 取 得 することができなかった。 そ

こで 今年度、 フィルターの 波 長 制 御 システムを 一新し、 大 画 素 数高 速 タイプの 千卍协卓カメラを 搭 載 す

ることでシステムの 観測 性 能を 大 幅に 向上させた。 本 装 置 匨午卉卓匭匲匩は 主に 卄卓協匱卆垂 直 分 光 器 室 におい

て、 恒 常的 に 観測 に 使 用 される 予定 である。

広波 長 域 偏 光 分 光 観測 装 置 の 開 発

この 約 匳年に 渡 り、 可 視光 から 赤 外 線 までをカバーする 広波 長 域 に 対 応 した 卄卓協用 の 新しい 偏 光 分

光 観測 装 置 の 開 発 を 行 なってきている。 今年度は、 特 に 新しい 赤 外 線 カメラを 用 いた 赤 外 域 での 偏 光 分

光 観測 部 分 の 開 発 に 注 力 した。 飛 騨 天 文台 では 昨 年度、 赤 外 線 カメラ 区 卆卌卉卒 社 製 卆卌卉卒匭十匶匲匶匱を 導 入

したが、 これに 加 え、 今年度さらにもう 匱台 、 赤 外 線 カメラ 区 十卬卬卩卥卤 卶卩即卩卯卮 協卥卣卨卮卯卬卯卧卩卥即社 製 升卯卬卤卥卹卥

升匰匳匳 卓南卉卒を 導 入 し、 まずはこれら 匲台 のカメラのノイズ 特 性 や 線 形 性 、 露 光 タイミング 特 性 などの

調 査 を 行 なった。 その 結 果 、 前 者のカメラは 短 時 間 露 光 での 高 速 撮 像 観測 などにより 適 し、 後 者のカ

メラは 比 較 的 長 時 間 露 光 で、 時 間 ・ 測 光 両面 で 高 精 度が 求 められる 偏 光 分 光 観測 などにより 適 してい

ることが 結 論 付けられた。 そこで 本 装 置 に 升卯卬卤卥卹卥 升匰匳匳 卓南卉卒を 組 み 込 むための 開 発 を 行 ない、 完

了した。 併 行 して 回 転 波 長 板 や 偏 光 ビームスプリッターなどが 搭 載 された 偏 光 モジュレータ 部 を 匳卄プ

リンタにて 製 作 し、 同一の 観測 卐千から 赤 外 線 カメラと 共 に 自 動制 御 できるように 整備 した。 また、 時

々 刻 々 変 化 する 卄卓協の 姿 勢 情 報 を 取 得 して 卄卓協棟 内 ネットワークに 配 信 するサーバー 卐千を 整備 し、

偏 光 観測 データには 後 でキャリブレーションに 必 要となるこれらの 情 報 をヘッダーとして 付加 するよ

うにした。 なお、 本 装 置 は 匱卆垂 直 分 光 器 、 匲卆水 平分 光 器 のいずれに 対 しても 取 り 付けて 偏 光 分 光 観測

を 行 なうことができるが、 特 に 垂 直 分 光 器 での 観測 時 のために、 上記 観測 卐千からは、 さらにクーデ

鏡 匨卓匴匩のスキャン 機 能も 制 御 できるようにし、 偏 光 観測 中に 自 動 的 に 分 光 スリットスキャンが 行 なえ

るような 改良 も 施した。

匨上野 匩
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5 研究活 動

5.1 ドームレス太陽望 遠鏡 共 同利 用 報告

彩 層プラージュの加 熱とジェット

我 々はプラージュ 域 の 加 熱 と 卄卹卮卡卭卩卣 卆卩卢卲卩卬というジェット 現 象 を、 卄卓協を 用 いて 観測 的 に 研 究

している。 匲匰匲匱年には、 匨匱匩 匲匰匲匱年匷月 匲匶日卻匳匰日の 匱週 間 の 割 り 当 て 期 間 で 午� 、 千卡卉卉卋、 千卡卉匸匵匴匲

北十の 三吸収 線 を 用 いて、 プラージュ 域 空 間 スキャン 分 光 観測 を 実 施した。 匨匲匩 匲匰匲匱年匸月 匲匳日卻匲匸日

の 匱週 間 の 割 り 当 て 期 間 には、 プラージュ 域 の 撮 像 観測 を 実 施した。

ここでは、 今回 初 めて 実 施したプラージュ 域 の 撮 像 観測 について 紹 介する。 観測 は 卄卓協一階 の 垂

直 分 光 器 室 で 行 った。 観測 装 置 配 置 と 観測 シーケンスは 以下の 通 りである。 垂 直 分 光 器 スリットモ

ニター 面 からの 反 射 光 を、 ダイクロイックフィルターに 通 して、 長 波 長 チャンネルと 短 波 長 チャン

ネルに 分 けた。 長 波 長 チャンネルは、 单協卆匳匲フィルターを 通 してさらに 匲チャンネルに 分 けた。 こ

の 单協卆匳匲フィルターの 最 終 エレメント 下流 の 偏 光 プリズムによって、 異 なる 波 長 の 像 を 同時 に 別 々の

カメラで 撮 影 する 仕組 みである。 具 体 的 には、 匨十匩 午� 匭匰匮匵 北十と 午� 匫匰匮匵 北十の 二つの 単 色 像 を 匱匰匰フレ

ームバースト 撮 像 を 行 い、 その 後 匨卂匩 午� センター 像 と 午� � 匱匮匰 北十の 二つの 単 色 像 を 匱匰匰フレームバ

ースト 撮 像 することを 一つのシーケンスとし、 この 匨十匩、 匨卂匩を 切 り 替 えつつ 匱時 間 程 度の 間 繰 り 返 す

形 で 連 続 観測 を 行 った。 また、 短 波 長 チャンネルは、 升匭卢卡卮卤画 像 を 单協卆匳匲波 長 シーケンスと 同期 さ

せる 形 で 匱匰匰フレームバースト 連 続 観測 を 行 った。 なお、 十 分 な 光 量 で 高 速 撮 像 を 行 うために、 十协装

置 を 介さずに 一階 にビームを 導 くようにした。

匸月 匲匶日、 匲匷日、 匲匸日に 晴 れ 間 があり、 データの 取 得 に 成 功 した。 観測 データのダークフラット 処

理 、 焦 点 面 上のダスト 除 去 を 行 った 後 、 匱匰匰フレームバーストの 中で 最 良 コントラストを 持 つフレー

ムを 選 択 し、 観測 画 像 の 質 を 検 討 した。 匸月 匲匶日についての 例 を 以下に 示 す。

今回 の 撮 像 観測 の 目的 は、 午� 線 の 撮 像 から 彩 層 ジェットをとらえ、 その 活 動 と 光 球 の 粒 状 班 の 変

匹



動 との 相 関 を 調 査 することであった。 カメラの 分 解能は 約 匰匮匱秒 匯ピクセルであり、 望 遠 鏡 の 分 解能の

約 半 分 となっておりこれ 以上の 空 間 分 解能は 望 めなさそうである。 このカメラ、 望 遠 鏡 の 空 間 分 解能

を 活 かすためにも、 撮 像 したバースト 画 像 からスペックルマスキング 画 像 復 元 手 法 を 用 いて、 高 分 解

能画 像 を 求 めることを 計 画 している。 なお、 今回 の 観測 では、 分 光 器 スリット 面 の 傷 ・ダストが 目 立

っていた。 このことは、 スペックルマスキング 画 像 処 理 において 障 害 となりうるので、 次 回 の 観測 で

は 卄卓協に 備 え 付けの 斜鏡 を 用 いて、 分 光 器 焦 点 面 を 撮 像 しないような 光 学 系 で 実 施することを 計 画 し

ている。
匨北 井礼 三郎 匨立 命館 大 匩記 匩

2波長 同時 高 速2次元 分 光 による光 球～ 彩 層ダイナミクスの時 間 変動 の観測

我 々は 飛 騨 天 文台 ドームレス 太 陽 望 遠 鏡 匨卄卓協匩と 併 設 の 水 平分 光 器 、 図 匱に 示 すイメージシフター、

および 高 速 度カメラを 用 いた 匲波 長 同時 高 速 匲次 元 分 光 観測 により、 光 球 � 彩 層 における 太 陽 プラズマ

の 速 い 時 間 変 動 の 解明 を 目 指 している。

匲匰匲匱年度は 匷月 匱匱日 � 匱匷日および 匱匰月 匳日 � 匹日に 観測 期 間 の 割 り 当 てを 受 け、 活 動 領 域 を 中心 と

するターゲットについて 観測 を 行 った。 分 光 観測 に 用 いたスペクトル 線 は 中性 水 素 原 子 の 午� 線 匨波

長 匶匵匶匮匳 卮卭匩と 中性 マグネシウム 原 子 匨以下 卍卧卉匩の 波 長 匴匵匷匮匱 卮卭 線 で、 前 者で 彩 層 の、 後 者で 光 球

上部 の 様 子 をそれぞれ 調 べることにより、 太 陽 大 気 を 匳次 元 的 に 観測 することが 可 能になる。 本 稿 で

は 匲匰匲匱年匱匰月 匹日に 観測 された 活 動 領 域 华协十十匱匲匸匸匲における 午� 線 輝 点 について 紹 介する。

図 匱区 イメージシフター

図 匲は 同日の 観測 で 得 られた、 午� 線 と 卍卧卉線 で 見た 明 るさ、 速 度、 スペクトル 線 の 幅などの 匲次 元

マップの 例 である。 左 上のマップには 丸い 黒 点 とその 近 傍 の 小 黒 点 群 が 捉 えられている。 我 々の 観測

ではこのようなマップを 約 匱匮匵秒 の 時 間間 隔 で 得 られるので、 太 陽 面 の 明 るさや 速 度場 などがどのよう

な 時 間 ・ 空 間 変 動 を 示 すのかを 詳 しく 調 べることができる。 図 匲の 最 下段 およびその 匱つ 上の 段 の、 い

ずれも 左 端 の 図 で 白 枠 で 囲 った 部 分 に、 小 さい 黒 点 と 隣 り 合った 輝 点 が 見られる。

これら 匲つのマップをより 拡 大 して 表 示 したものが 図 匳である 匨表 示 の 都 合で 図 匲の 向きから 匹匰度反 時

計 回 りに 回 転 させてある 匩。 向かって 左 が 午� � 匰匮匰匶 卮卭で 見た 明 るさの 分 布、 向かって 右 が 午� � 匰匮匱

卮卭で 見た 明 るさの 分 布である。 午� � 匰匮匰匶 卮卭の 図 で 十、 卂とした 丸枠 の 部 分 に 注 目 すると、 卂では

明 らかな 輝 点 が 見られる 一方十では 明 瞭 でないのに 対 し、 午� � 匰匮匱 卮卭では 十、 卂両方の 地 点 で 輝 点

が 見られることが 判 る。 これは、 一見同じように 見える 輝 点 であっても、 明 るく 見える 原 因 や、 その
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